
平⼾市総合戦略について

1

資料１
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【平戸市総合戦略とは】

〇平成27年度末に策定した「平戸市人口ビジョン」を踏
まえ、具体的な基本目標や施策をまとめています。

〇平成27年度末に策定した「平戸市人口ビジョン」を踏
まえ、具体的な基本目標や施策をまとめています。

〇人口減少に歯止めをかけることを目的に、集中的か
つ戦略的に施策を実施していくための指針です。

〇人口減少に歯止めをかけることを目的に、集中的か
つ戦略的に施策を実施していくための指針です。

〇数値目標やＫＰＩを定め、施策の進捗を確認するとと
もに施策の評価・検証を実施します。

〇数値目標やＫＰＩを定め、施策の進捗を確認するとと
もに施策の評価・検証を実施します。
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国立社会保障・人口問題研究所 推計 平戸市独自推計
人
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※カッコ内の数値は、前回の国立社会保障・人口問題研究
所による人口推計（平成22年国勢調査に基づく推計）

本市の⼈⼝推計（平⼾市⼈⼝ビジョン 総⼈⼝の将来展望）
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合計特殊出生率 社会増減

2015年 2020年 2030年 2040年～ 2040年

2.24 2.34 2.40 2.50 均衡

■平戸市独自推計の仮定条件



第２期平⼾市総合戦略体系図（令和２〜６年度 ５年間）
重要業績評価指標（■ＫＰＩ）

第１期平⼾市総合戦略の評価検
証、平⼾市未来創造羅針盤（第２
次平⼾市総合計画）に掲げた施
策、総合戦略推進委員会での意⾒
等を踏まえ、人口減少抑制に努
め、持続可能な地域社会の形成を
目指すため、以下の４つの基本目
標を設定して施策を展開します。

基本目標１ 雇用の促進
〜しごとをふやすプロジェクト〜

基本目標２ 産業の振興
〜しごとをのばすプロジェクト〜

基本目標３ 子育て支援
〜ひとをそだてるプロジェクト〜

基本目標４ 定住・移住の促進
〜まちをつくるプロジェクト〜

雇用の促進 ～しごとをふやすプロジェクト～

本市の特色を活かした新たな産業による
雇用の促進

◆市内事業所の従業者数

主な施策基本目標（◆数値目標）

産業の振興 ～しごとをのばすプロジェクト～

地域資源を活用した賑わいのある魅力
的な産業の振興

◇主要農林畜産物販売額 ※旧 ＫＰＩ

◇水産物販売事業総取扱高 ※旧 ＫＰＩ

◆観光消費額

ア）就労機会の拡大
○若者やＵＩターン者等の就労支援 ○企業誘致による雇用創出

イ）就労環境の整備
○働きやすい環境づくりの推進 ○男⼥共同参画推進

ウ）新たなビジネスの創造
○新商品開発の支援 ●地域課題解決による産業創出

■企業立地数

■市内の求職者数

□年間創業者数

□新規就農者数

□沿岸漁業における新規就業者数

□年間外国人宿泊客数

■新商品開発数

■平戸産品取扱店舗数

ア）農林業の振興
○新規就農者の確保育成 ○生産者の経営安定と所得向上対策

イ）水産業の振興
○漁業担い手の確保及び定着促進
●鮮度保持技術及び衛生管理体制の強化による⾼付加価値化

ウ）観光の振興
●平⼾版ＤＭＯへの支援 ○外国人観光客の受入整備
●市内全域への観光客の回遊及び交流人口の拡⼤

エ）地域ブランドの推進
○平⼾産品の取引拡⼤ ○新たなビジネスチャンスの場の創出

オ）持続可能な地域経済の確⽴
●産業人材の確保 ●事業承継への支援 ●未来技術導入の推
進 ●産業の維持・振興のための道路の⼀体的整備

人口ビジョン目標

平⼾市総人口
約20,000人 (2060年)

国⽴社会保障人口問題研究所
の推計人口（9,652人）より、
約 10,300人の人口増を目指
す。

■市内高校への進学率

■未来技術にかかる研修参加者数

■平戸市で子育てをしたいと思う親の割合

■地域子育て支援拠点事業の利用者数

□全国学力・学習状況調査結果

■英検３級相当以上の英語力を有する中学３年
生の割合

ア）妊娠・出産・育児への切れ目ない⽀援
○多様化する保育ニーズへの対応 ○相談支援体制の充実
○子ども・子育て支援のトータルコーディネート

イ）教育環境の整備
○ICT・英語教育による学校教育の充実
○地域と連携した体験活動の充実
○教育や就学の悩み解消のための相談支援体制の整備推進

子育て支援 ～ひとをそだてるプロジェクト～

子どもを産み、育てやすい環境の更なる
充実

◇合計特殊出生率

◇20歳から49歳までの社会増減数

◆学校教育活動に対する評価

□空き家バンク登録数

□移住相談件数

■まちづくり運営協議会に対する支援回数

ア）移住の受入推進
○移住受入体制の整備 ○空き家バンク制度の周知
○移住相談体制の充実

イ）魅⼒あるまちづくり
○協働による持続可能な集落形成 ○地域包括ケアシステム構築
●シティプロモーションの推進
●郷土愛醸成による定住・移住の促進

定住・移住の促進 ～まちをつくるプロジェクト～

まちの活気を取り戻すための若者定住・
移住促進対策

◇市外からの移住世帯数

◇社会増減数

□これからも平戸市に住み続けたいと思う人の
割合 ※旧数値目標

◆新規 ◇継続 ■新規 □継続 ●新規 ○継続

□ハローワークを通じた新規就職者数
※旧数値目標

■繁殖雌牛の平均飼養頭数

■地域計画にかかる事業申請件数

□観光入込客数 ※旧数値目標

□年間宿泊客数
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ＫＰＩ（重要業績評価指数）

○４つの基本目標ごとに、総合戦略の目標年度である令和元年度において実現すべき成果
（アウトカム）として設定しています。

数値目標

○基本目標を達成するために具体的な施策を行うにあたり、それぞれの施策の進捗状況
を検証するために設定している指標です。

○「平戸市総合戦略」では、方策ごとに２～４のＫＰＩを設定しており、複数の事業によりＫＰＩ
を達成する、というつくりになっています。

○総合戦略推進委員会において、「どこまで進んでいるのか」、「その道筋は正しいのか」、
「達成に向け、新たな仕組みは必要ないのか」などを確認いただくことになります。
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ＰＤＣＡサイクル

○計画や事業などについて、検証・改善を
図るための仕組みのことです。

○「本推進委員会」では、「総合戦略が着
実に実行されているのか」、「ＫＰＩの達成
は可能か」などについて検証・評価いた
だき、施策や事業の磨き上げにつなげて
いきます。

○「平戸市総合戦略」については、ＰＤＣＡ
サイクルによる検証・評価などにより、必
要に応じて改定が可能です。
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事業評価シートの見方

事業名及び事業の決算額・予
算額を年度毎に記載していま
す。

事業の目的及び事業内容の概
略について記載しています。

令和元年度の事業の実施状
況について記載しています。

事業実施による効果・評価に
ついて、事業担当課が記載して
います。

また、事業実施に伴う数値的
成果を記載しています。 事業実施状況を踏まえ、担当

課が考える課題及び改善点を
記載し、事業展開の今後の方針
を記載しています。
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総合戦略と総合計画の関係

平戸市総合戦略

雇用の
促進

産業の
振興

子育て
支援

定住・
移住の
促進

くらしを
まもる

プロジェクト

しごとを
ひろげる

プロジェクト

きずなを
つなぐ

プロジェクト

たからを
みせる

プロジェクト

ひとを
そだてる

プロジェクト

まちを
つくる

プロジェクト

ちからを
つける

プロジェクト

第２次平戸市総合計画
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本市の⼈⼝動態について
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平成

18年

平成
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平成
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平成
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平成

23年

平成

24年

平成

25年

平成

26年

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

平成

31年

令和2

年

住民人口 39,777 39,005 38,291 37,482 36,823 36,282 35,697 35,149 34,478 33,822 33,216 32,639 32,116 31,530 30,901

39,777 

31,530 

30,901 

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

39,000

40,000 人

本市の⼈⼝の推移（住⺠基本台帳ベース）
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基準⽇︓1月1⽇

△8,876人
（△22.3％）

昨年から１年間で629人の減



⼈⼝動態（社会増減及び自然増減）

11

平成17

年

平成18

年

平成19

年

平成20

年

平成21

年

平成22

年

平成23

年

平成24

年

平成25

年

平成26

年

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

社会増減 △ 488 △ 522 △ 399 △ 516 △ 405 △ 246 △ 324 △ 382 △ 323 △ 303 △ 282 △ 253 △ 186 △ 197 △ 251

自然増減 △ 295 △ 238 △ 305 △ 269 △ 276 △ 295 △ 292 △ 270 △ 348 △ 353 △ 324 △ 324 △ 337 △ 389 △ 378
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△ 400
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0

人
社会増減･･･転入・転出
自然増減･･･出生・死亡

集計期間︓1月1⽇〜12月31⽇



平成17

年

平成18

年

平成19

年

平成20

年

平成21

年

平成22

年

平成23

年

平成24

年

平成25

年

平成26

年

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

出生数 236 271 233 241 241 245 242 250 216 225 219 218 212 204 185

236

185

160

180

200

220

240

260

280

300人

出生数の推移
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集計期間︓1月1⽇〜12月31⽇

Ｈ18 Ｒ２ 増減

5,674人 3,579人 ▲36.9％

⇒20歳から49歳の女性の人口 （基準日：１月1日）

○出生数減少の主な要因



平成17

年

平成18

年

平成19

年

平成20

年

平成21

年

平成22

年

平成23

年

平成24

年

平成25

年

平成26

年

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

死亡数 531 509 538 510 517 540 534 520 564 578 543 542 549 593 563

531

563

500

510

520

530

540

550

560

570

580

590

600人

死亡者数の推移
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集計期間︓1月1⽇〜12月31⽇

Ｈ18 Ｒ２ 増減

5,807人 6,754人 16.3％

⇒ 75歳以上の人口 （基準日：１月1日）

○死亡者数増加の主な要因



平成17

年

平成18

年

平成19

年

平成20

年

平成21

年

平成22

年

平成23

年

平成24

年

平成25

年

平成26

年

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

転出者数 1,746 1,791 1,590 1,636 1,535 1,266 1,348 1,300 1,253 1,177 1,244 1,140 1,137 1,111 1,107

1,746 

1,107 

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000 人

転出者数の推移
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集計期間︓1月1⽇〜12月31⽇

Ｈ18 Ｒ２ 増減

0～4歳 1,415人 1,038人 ▲26.6％

5～9歳 1,914人 1,218人 ▲36.4％

10～14歳 2,338人 1,234人 ▲47.2％

15～19歳 2,329人 1,215人 ▲47.8％

20～24歳 1,519人 1,000人 ▲34.2％

⇒ 24歳以下の人口の推移 （基準日：１月1日）
○転出者数減少の主な要因
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年
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年

平成19

年

平成20

年

平成21

年

平成22

年

平成23

年

平成24

年

平成25

年

平成26

年

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

転入者数 1,258 1,269 1,191 1,120 1,130 1,020 1,024 918 930 874 962 887 951 914 857

1,258 

857 

800
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1,000
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1,200
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1,300 人

転入者数の推移
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集計期間︓1月1⽇〜12月31⽇

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

世帯数 0 3 23 33 49 63 68

人数 0 4 53 79 99 128 118

⇒ UIターン実績
○転入者数微増（平成26年以降）の主な要因
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Ｈ29年 年齢別転入転出⼈⼝
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人

集計期間︓平成29年1月1⽇〜平成29年12月31⽇

※外国人の異動を除く



Ｈ30年 年齢別転入転出⼈⼝
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Ｒ１年 年齢別転入転出⼈⼝
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合計特殊出生率の推移（平⼾市・⻑崎県・全国⽐較） ※⻑崎県衛生統計年報
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平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

平戸市 2.24 2.39 2.12 2.32 2.40

長崎県 1.64 1.66 1.67 1.71 1.70

全国 1.43 1.42 1.45 1.44 1.43

2.24

2.40

1.64
1.70

1.43 1.43

1.2

1.4

1.6

1.8

2

2.2

2.4
％



Ｈ29 合計特殊出生率（県内市町⽐較） ※⻑崎県衛生統計年報
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